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半導体レーザー（Laser Diode，LD）への戻り光や光注入によって発生するカオス発振は，カ

オス通信などの工学応用が期待されており，カオスの軌道不安定性をメッセージとするカオス通

信手法[1]においては，軌道不安定性の制御が必要となる。本研究では，マスター・スレーブ型の

LD系において，マスターLDの駆動電流に擬似ランダム信号を印加することにより，カオス発振

の軌道不安定性について制御することが可能か検証する。 

Fig.1のような２つの LD（MLD，SLD）からなる光学系を考える。光アイソレーターISOによ

り MLDから SLDに一方的に光注入し，可変減衰器 VAで MLDからの光注入量 rを調整する。

また，MLDの閾値以上の駆動電流の値 µに対し，正規分布 N（µ，1.02）に従う，f ~ f + 0.5GHz

の周波数帯域制限をかけた擬似ランダム信号を駆動電流に印加する。 

カオス系の軌道不安定性を定量化するために軌道拡大率[1]を用い，Fig.2に MLDから SLDへ

の光注入量 rに対する軌道拡大率𝜆𝑠を示す。MLDに印加する擬似ランダム信号の周波数帯によ

ってレーザーカオスの軌道不安定性への効果が異なり，印加信号の周波数帯 f =3.0GHzの時に他

の周波数帯域と比べて軌道不安定性が高くなることが確認できた。 

これより，MLDの駆動電流に特定の周波数帯域の擬似ランダム信号を印加することにより

SLDの軌道不安定性が制御可能となることを示した。 
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Fig.1 Master-Slave Laser Diodes 
Fig.2 Orbital expansion exponent plotted 

 against the injection ratio 
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